
ひとの動き

〔現地滞在者〕

◇ マレーシア ･ケダー州バグンラランの村落調査
のため,口羽益生助教授 (竜谷大学文学部)は本

年9月まで滞在｡

◇インドネシアの熱帯降雨林の森林生態学的研究
のため,山田勇氏 (京大農学部大学院)はボゴー

ル植物園に,また中部ジャワを中心とする独立前

の民族運動の研究のため土屋健治氏 (東大教養部

大学院)はガジャマグ大学にそれぞれ留学中｡

◇ タイ国のかんがい排水に関する研究調査と,セ
ンターバンコク連絡事務所長代理として海田能宏

助手 (東南ア研)は,明年 1月までの予定で4月

3日出発｡

〔帰 国〕

◇ 2年間にわたりバンコク連絡事務所長代理を務
めるとともに水稲の植物栄養学的調査を続けた福

井捷朗助手 (京大農学部)は,通算 5年間の調査

を終えて4月17日帰国｡

◇6カ月にわたりタイ国 CentralPlain および
その周辺の地質学W,古生物学的研究調査を行な

った高谷好一助教授,瀬戸口烈司助手 (いずれも

東南ア研)は5月 1日帰国｡

◇開発途上国における人口問題の研究のため昨年
9月よりプリンス トン大学に留学 していた坪内良

博助手 (乗南ア研)は6月17日に帰国｡

〔センター来訪者〕

◇Ohio大学の Willard H.EIsbree 教授は4
月 1日センターを訪れ,東南アジア諸国間の政治

関係およびその研究に関する当センターの方針に

ついて討議｡

◇ インドのデ リーにある Enclave大学 ｢アジア
社会 ･経済発展研究センター｣の R.Pieris博士

(現在 UNESCO RegionalSocialScience

ResearchAdviser)は, 4月4=日当センターを

訪れた｡ 同博士 よ り, 7月17日および 18日に

UNESCO後援の東京 ミーティングにセンターか

ら社会科学者を招待したいという申し込みを受け

る｡

◇5月 8日,シンガポール国立東南アジア研究所
の事務所長 Mr.Lim PhaiSom が来訪｡同研

究所とセンターとの研究協力について協議した｡

◇ WestVirginia大学 で政治学を教えている
HangN.Kin助教授は, 日本でのアジア研究の

状況を知るために6月23日センターを訪れ,質料

を集めた｡

◇ミシガン大学の東南 ア ジア研究センター所長
GaylNess教授は, 6月26,27E]にセンターを

訪れ,彼 らのマレーシアおよびフィリピンにおけ

る調査計画を披露し,関係者と討議した｡

◇ そのほか, フィリピンの Christian Social
Movementの Mr.RaulS.Manglapus,世界

銀行の Mr.William Clark,インドの Inter-

UniversityBoardoflndia& Ceylonの Mr.

AmrikSinghの訪問を受けた｡

バンコク連絡事務所移転

センターバンコク連絡事務所は4月 1日より下記

の住所に移転｡

BangkokLiaisonOfBce,KyotoUniversity

258S°iAkansongkro,PhichaiRoad

Bangkok,Thailand

センター定例研究会

従来センターでは研究例会,タイ ･プロジェクト

研究会ほか各種の研究集会を持ってきたが,このた

びそれらを統合,発展させて下記のように定例研究

会を組織した｡場所はセンター会議室｡東南アジア

研究に興味のある研究者の参加をお待ちしています｡
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東南アジア研究

Ⅰ 地域研究の部

1. 東南アジア大陸部 隔週木曜日10時～12時

2. 東南アジア島峡部 隔週木曜日10時～12時

Ⅲ 分野別研究の部

1. 文化 ･社会セミナー 毎週火曜日1時30分

～3時30分

2. 経済セミナー 毎週木曜日1時～3時

3. 歴史セミナー 毎週木曜E13時30分～5時

30分

Ⅲ 総合研究の部

1. センター研究例会 木曜日 (不定期)6時

～8時

2. 東南アジア ･セミナー (助手会主催)

毎週火曜日10時～12時

使用テキス ト(6月30日現在)

1. 文化 ･社会 セ ミナー :K.A.Wittfogel.

OrientalDespotism,1957.

(リポーター :飯島茂助教授)

2.経済セミナー :G.Myrdal.AsianDrama,
1968.

3. 歴史セミナー :G.Coとdes.Leee'tatshind-

ouisdsd'(ndochineetd'Indondsie,1964.

英訳 ThelndianizedStatesofSoutheast

Asia,1968.

())ポーター :石井米雄教授)

地域研究セミナー記事および予定

6月12日 高谷好一 ｢タイ国中央平原の地形｣

6月17日 渡部忠世 ｢レンガ学の構想｣

6月19日 坪内良博 ｢最近の人口論モデル｣

6月26日 Dr.GaylNess`̀Michiganresearch

projectonbureaucracy inMalaysla

&thePhilippines"
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7月からの発表担当予定畷 :

1.Dr.R.Soekmono 2.瀬戸口 3.前田

4.服部 5.法貨 6.福井 7.小林 8.野口 9.

石井 10.久馬 11.水野

研究例会記事

4月23日 久馬一剛 ｢フィリピン水田土壌調査から

帰って｣

川口桂三郎 ｢オース トラリアの稲作環境

と土壌- 特に日本および東南アジアと対

比して｣

5月 8日 法貴誠 ｢フィTjピン留学から帰って-

国際稲作研究所 (IRRI)の近況｣

5月13日 JohnE.Bardach教授を囲む第3回研

究会 "MekongRevisited"

5月22日 前田成文 ｢マラヤ稲作農民-の社会人類

学的調査票について｣

5月29日 福井捷朗 ｢タイ国中央平原における水稲

栽培について｣

1. 1967年度生育実態調査の報告

2. 圃場試験結果の予備的な報告

6月 5日 桂満希郎 ｢タイ語の北部方言について｣

6月19日 高谷好一 ｢タイ国中央平原の地形につい

て｣

東南アジア ･セミナー (助手会主催)記事

5月20日 江崎光男 ｢東南アジアにおけるエコノメ

トリック･モデルの応用例｣

5月27日 瀬戸口烈司 ｢東南アジアの人種｣

6月3日 前田成文 ｢経済の人類学- 経済現象-

の人類学的方法の適用｣

6月17日 市村真一 ｢経済学とは何か｣

6月24日 江崎光男 ｢安定人口理論の紹介｣


